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Let's 田植え ‼
道の駅あらぎの里にある「ミニあらぎ島」。その

小さな棚田で 6 月 1 日（火）、清水保育所の園児が
田植えを行いました。最初は恐る恐る田んぼに入っ
た子どもたちでしたが、初めての田植え体験が楽
しかったようで、どろんこになりながら苗を一本
一本植えていました。

秋には稲刈りも予定しています。皆さまもミニ
あらぎ島の稲の成長を見守ってあげてください。

すべての田んぼに水が張られた「あらぎ島」。
6 月 1 日（火）、八幡小学校の児童があらぎ島景
観保全保存会の指導を受けながら田植えを行い
ました。田んぼの泥に足をとられながらも、苗
を一生懸命植えました。

隣の友達と協力しながら苗を植えたり、泥ま
みれになった足を洗ったり、田植え体験を楽し
んでいました。
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●対象
・町内在住または有田郡市内の保育所・学校などに通う

園児・小中学生とその保護者
・町内在住の高校生、大学生または専門学校生
・有田郡市内の高校に通う高校生
●応募期間／ 7 月 19 日（月）～ 8 月 31 日（火）
●応募条件
・当町産の食材を 1 点以上使うこと。
・家庭で調理可能な調理方法であること。
・子どものみ、または保護者と子どもが一緒に調理でき

る方法であること。
●応募方法
①当町産の農作物を購入。

令和 3 年度（2021 年度）食育実践地域活動支援事業

ぼくの・わたしの「おうちごはん」
新型コロナウイルス感染症に負けない！
有田川町産の農作物を使った、家庭でできる「地元食材を使ったアイデアレシピ」を募集します。

令和 2 年度（2020 年度）第 2 回 入賞作品の一部がメニュー化！
明恵峡温泉内のお食事処「鈴明」にて数量・期間限定で提供されました。

修理川老人会
「修理川の遺跡と伝説」を発行

修理川老人会が、地元の遺跡や伝説をまとめた冊子「修理
川の遺跡と伝説」を発行しました。

2 年間かけて現地調査や写真撮影を行い、昔のことに詳し
い方から昔話や伝説などを聞き取るなど、関係者の協力を得
て完成しました。冊子は、かなや明恵峡温泉や明恵ふるさと
館などの施設に設置されています。

②購入した当町産の農作物を 1 つ以上使用し、家庭での
オリジナルメニューを調理する。

③完成した料理の写真を撮る。
④【用紙で申し込む場合】申込用紙に調理方法を書き、撮っ

た写真をプリントアウトして貼付し、産業課に提出する。
【専用フォームから申し込む場合】専用フォームに調理
方法を入力し、写真を添付して送る。

●入賞特典／入賞者のレシピは、チラシまたはカードに
して町内のお店に展示し、PR します。さらに審査の結
果、評価が一番高かったレシピについては、町内協力
事業者による料理の再現・アレンジによる試食に入賞
者をご招待（予定）。

※その他詳細は町ホームページでご確認ください。

せきしたさん家の
ベビーホタテ和風グラタン

るいちゃん家の
おからの卯の花煮

はやし家の
つくねバーグ丼

＼ご応募いただいた皆さま、ありがとうございました。／
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1. 職種および採用予定人員
職種 採用予定人員 職務内容

保健師 １人程度 町長部局または教育委員会などにおける保健業務

3. 試験の内容など
試験科目 日時 内容

第１次試験

書類受け付け 
個人面接

（20 分程度）

　8/10（火）
～ 8/18（水）

8:30 ～ 17:15

■提出書類 
1. 有田川町職員採用試験受験申込書（顔写真の添付が必要） 
2. エントリーシート 
■場所／有田川町役場吉備庁舎 
※ 14 日（土）・15 日（日）も受け付けます。

筆記試験（SPI3）
（能力検査 70 分、

性格検査 40 分）
9/19（日）

第２次試験 個人面接 10/10（日）
第３次試験 個人面接 10/24（日）

2. 受験資格／昭和 56 年（1981 年）4 月 2 日以降に生まれた人で、保健師の資格を有する人または令和 4 年（2022
年）3 月卒業見込みで保健師の資格を取得見込みの人

令和 4 年（2022 年）4 月 1 日採用

有田川町職員採用試験（保健師）
有田川町では、新しい時代に向け、新しい魅力をもった個性あるまちの創造を目指し、「第２次長期総合計画」の基本理念・

目標を実現するため、創造力豊かな職員を募集します。
広報ありだがわ 4 月号でお知らせしたとおり、一般事務職・保育士・消防職の採用試験も実施します（一般事務職 A・保

育士については書類受付期間終了）。詳しくは 4 月号または町ホームページをご覧ください。

問総務課（吉備庁舎）

5 月 18 日（火）に藤並城跡保存会に対し、感
謝状を贈呈しました。
「湯浅党城館跡」として国史跡に指定された藤

並館跡の清掃などの保護活動に、長年にわたって
取り組まれてきました。これまでの史跡の保護活
動に感謝申し上げます。

「第 34 回 特用林産功労者」
に選ばれました

西脇直次さんが、日本特林産振興会から第 34
回特用林産功労者として表彰されました。多年に
わたり、棕

しゅろ

櫚の振興のために献身的な活動を続け
てこられ、また後継者育成にも取り組み、山村地
域の活性化に大きく貢献されています。

藤並城跡保存会へ感謝状

写真＝藤並城跡保存会の皆さまと教育長 嶋 博（下段中央）写真（左から）＝有田川町長 中山 正隆、西𦚰 直次さん
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該
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。
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付
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屋
庁
舎
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●
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付
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／
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0
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）
ま
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※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う

新型コロナウイルス関連

子育て世帯生活支援
特別給付金のご案内

問やすらぎ福祉課（金屋庁舎）　☎ 22-4501
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に
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が
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空
き
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空
き
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で

農
地
売
買
な
ど
の
要
件
を
緩
和

こ れ ま で の 課 題 ・ 問 題 点

移住希望者 空き地などの所有者

移住を機に農業を始めたい
が、農地を所有するための要
件を満たすことができず、農
地を購入できない。

家屋・宅地は売却できても、
農地の売却は買受者の要件が
満たされず、売ることができ
ない。

改 善 点

下限面積を 0.1a に引き下げる

取得要件である、下限面積を 0.1a に引き下げることによっ
て、購入希望者のハードルが下がります。それにより、売買な
どがしやすくなり買い手売り手ともにメリットが生まれる。

制
度
適
用
の
主
な
要
件

・「
わ
か
や
ま
空
き
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」
に
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録

さ
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空
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と
。

※
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へ
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。

※農地法により規定される要件の一つで、
一定以上の面積を耕作などしていなけ
れば農地を購入出来ないとされていま
す。有田川町では 50a（金屋地域の一
部は 30a、清水地域は 10a）となって
いますが、制度適用によりこの下限面
積を 0.1a に引き下げます。

問
【
農
地
】
産
業
課
（
金
屋
庁
舎
）

【
空
き
家
バ
ン
ク
】
商
工
観
光
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行
政
局
産
業
振
興
室
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 農地の管理を
     　お願いします

 摘果みかんの
     　　適正処理を

摘果みかんの実が道路に落ちていると、実を
踏んだ自転車が横転する事故につながる可能性
があり、大変危険です。
下記のような適切な処理をお願いします。

・摘果作業時に、できるだけ道路に落ちないよ
うに注意する。

・道路に落ちてしまった実はそのままにせず、
園主の責任で掃除する。

―　手続きの流れ　―

①空き家を「わかやま空き
家バンク」に登録する。

②空き家バンクに付随する農
地を「農業委員会」へ申請
する。

③「農業委員会」で適用可
否の判断を行う。

④要件緩和農地に指定。※空き家売買などの話が成立した
場合、

・バンクを通じて、空き家売却な
どの決定および手続きを行う。

・農業委員会へ「農地法 3 条許可
申請」を提出する。

⑤農業委員会で、許可の可
否を審議を行い、所有者
へ許可証を発行する。

許可証

田畑に生い茂った雑草で、病害虫の発生や鳥
獣被害の拡大などが引き起こされます。

また、近隣の耕作者や住民の方に対し、大変
迷惑をかけることになりますので、耕作してい
ない田畑をお持ちの方は、責任をもって雑草な
どの管理をお願いします。

農薬や除草剤の散布
を実施される方は、園
地周辺の安全確認を十
分行い、作業をお願い
します。
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令
（2020年度）
和 2 年度　有田川町の財政事情

この財政事情は、条例に基づき町民の皆さまに状況をお知らせし、町財政の実態についてご理解をいただ
くため、令和 2 年度（2020 年度）の各会計の予算額と執行状況（令和 3 年（2021 年）3 月 31 日現在）につ
いて公表します。

歳入科目 令和 2 年度予算額 収入済額
上半期（4 ～ 9 月） 下半期（10 ～ 3 月） 合計

町税 31 億 610 万円 21 億 5,602 万円 8 億 9,987 万円 30 億 5,589 万円
地方譲与税 2 億 1,532 万円 7,463 万円 1 億 4,069 万円 2 億 1,532 万円
利子割交付金 394 万円 155 万円 239 万円 394 万円
配当割交付金 1,538 万円 448 万円 1,090 万円 1,538 万円
株式等譲渡所得割交付金 1,752 万円 0 円 1,752 万円 1,752 万円
法人事業税交付金 1,486 万円 941 万円 545 万円 1,486 万円
地方消費税交付金 5 億 4,346 万円 3 億 759 万円 2 億 3,586 万円 5 億 4,346 万円
ゴルフ場利用税交付金 2,607 万円 901 万円 1,705 万円 2,607 万円
環境性能割交付金 1,412 万円 346 万円 1,066 万円 1,412 万円
地方特例交付金 3,092 万円 3,092 万円 0 万円 3,092 万円
地方交付税 65 億 8,892 万円 43 億 7,753 万円 22 億 1,139 万円 65 億 8,892 万円
交通安全対策特別交付金 253 万円 131 万円 122 万円 253 万円
分担金及び負担金 6,508 万円 2,241 万円 3,817 万円 6,058 万円
使用料及び手数料 1 億 1,974 万円 4,160 万円 4,351 万円 8,512 万円
国庫支出金 49 億 333 万円 31 億 1,578 万円 13 億 1,661 万円 44 億 3,248 万円
県支出金 14 億 3,440 万円 1 億 2,611 万円 5 億 6,446 万円 6 億 9,057 万円
財産収入 2,315 万円 1,726 万円 835 万円 2,560 万円
寄附金 4 億 8,809 万円 9,060 万円 3 億 7,578 万円 4 億 6,638 万円
繰入金 11 億 5,227 万円 0 円 7 万円 7 万円
繰越金 4 億 5,799 万円 4 億 5,799 万円 0 万円 4 億 5,799 万円
諸収入 2 億 222 万円 7,898 万円 1 億 739 万円 1 億 8,637 万円
町債 27 億 3,250 万円 190 万円 4 億 2,160 万円 4 億 2,350 万円

合計 221 億 5,786 万円 109 億 2,862 万円 64 億 2,894 万円 173 億 5,756 万円

歳出科目 令和 2 年度予算額 支出済額
上半期（4 ～ 9 月） 下半期（10 ～ 3 月） 合計

議会費 1 億 633 万円 5,561 万円 4,811 万円 1 億 373 万円
総務費 49 億 9,687 万円 34 億 3,858 万円 7 億 6,877 万円 42 億 734 万円
民生費 45 億 3,010 万円 14 億 897 万円 16 億 3,875 万円 30 億 4,772 万円
衛生費 13 億 3 万円 4 億 5,757 万円 4 億 6,728 万円 9 億 2,485 万円
労働費 671 万円 183 万円 263 万円 446 万円
農林水産業費 16 億 1,287 万円 3 億 1,844 万円 4 億 7,375 万円 7 億 9,219 万円
商工費 10 億 9,270 万円 3 億 3,712 万円 2 億 8,067 万円 6 億 1,778 万円
土木費 16 億 7,310 万円 2 億 6,901 万円 3 億 2,607 万円 5 億 9,508 万円
消防費 15 億 8,975 万円 3 億 3,214 万円 4 億 384 万円 7 億 3,598 万円
教育費 14 億 6,966 万円 4 億 9,234 万円 7 億 2,658 万円 12 億 1,892 万円
災害復旧費 2 億 1,401 万円 1,626 万円 6,231 万円 7,857 万円
公債費 23 億 7,560 万円 11 億 9,273 万円 11 億 8,117 万円 23 億 7,391 万円
諸支出金 11 億 2,515 万円 1,092 万円 425 万円 1,516 万円
予備費 6,500 万円 0 円 0 円 0 円

合計 221 億 5,786 万円 83 億 3,151 万円 63 億 8,417 万円 147 億 1,568 万円

令和 2 年度一般会計の特徴
令和 2 年度（2020 年度）予算額は、前年度予算額 171 億 5,247 万円と比較して 50 億 539 万円の増

額となりました。増額となった主な要因は、政府による一律 10 万円を支給する特別定額給付金や町
民の生活支援および景気対策を目的とした有田川町応援クーポン配布事業などの、新型コロナウイル
ス感染症対策関連の事業によるものです。

一般会計の予算執行状況 予算額には、前年度からの繰越事業分も含まれています。また、端数処理のため合
計欄の数値が一致しない場合があります（以降の表についても同じ）。
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特別会計の予算執行状況
会計区分 令和 2 年度予算額 各会計の上段：収入済額、下段：支出済額

上半期（4 ～ 9 月） 下半期（10 ～ 3 月） 合計
国民健康保険事業特別会計 34 億 4,007 万円 17 億 761 万円 16 億 9,958 万円 34 億 719 万円

15 億 1,578 万円 17 億 4,960 万円 32 億 6,538 万円
後期高齢者医療特別会計 7 億 9,878 万円 1 億 1,447 万円 2 億 8,159 万円 3 億 9,606 万円

2 億 7,357 万円 4 億 7,341 万円 7 億 4,698 万円
介護保険事業特別会計 31 億 8,369 万円 13 億 5,074 万円 13 億 637 万円 26 億 5,711 万円

12 億 6,360 万円 15 億 2,624 万円 27 億 8,984 万円
簡易水道事業特別会計 5 億 4,903 万円 6,923 万円 1 億 712 万円 1 億 7,635 万円

2 億 4,231 万円 2 億 4,274 万円 4 億 8,504 万円
農業集落排水事業特別会計 3 億 3 万円 2,596 万円 2,772 万円 5,367 万円

1 億 2,600 万円 1 億 4,826 万円 2 億 7,426 万円
簡易排水事業特別会計 187 万円 36 万円 43 万円 79 万円

113 万円 48 万円 162 万円
浄化槽事業特別会計 658 万円 194 万円 231 万円 425 万円

151 万円 195 万円 347 万円
かなや明恵峡温泉特別会計 5,665 万円 1,521 万円 2,682 万円 4,203 万円

3,670 万円 1,993 万円 5,663 万円
特別養護老人ホーム等
事業特別会計 2,573 万円 1,890 万円 200 万円 2,090 万円

2,244 万円 0 万円 2,244 万円
公共下水道事業特別会計 20 億 3,556 万円 1 億 3,060 万円 4 億 8,874 万円 6 億 1,934 万円

6 億 9,794 万円 7 億 295 万円 14 億 89 万円
岩倉財産区管理会特別会計 6 万円 0 円 0 円 0 円

0 円 0 円 0 円
粟生財産区管理会特別会計 39 万円 39 万円 0 円 39 万円

0 円 0 円 0 円
城山山林財産区管理会特別会計 193 万円 193 万円 1 万円 194 万円

0 円 0 円 0 円
八幡山林財産区管理会特別会計 83 万円 19 万円 1 万円 20 万円

0 円 3 万円 3 万円
安諦山林財産区管理会特別会計 11 万円 8 万円 0 円 8 万円

0 円 0 円 0 円
合計 104 億 131 万円 34 億 3,761 万円 39 億 4,268 万円 73 億 8,030 万円

41 億 8,099 万円 48 億 6,559 万円 90 億 4,658 万円
収支不足については、基金から一時的に繰り入れて資金運用しています。

公営企業会計（水道事業会計）の予算執行状況

区分 収入予算額
収入済額

支出予算額
支出済額

上半期
（4 ～ 9 月）

下半期
（10 ～ 3 月） 合計 上半期

（4 ～ 9 月）
下半期

（10 ～ 3 月） 合計
収益的 4 億 7,862 万円 1 億 9,027 万円 3 億 3,044 万円 5 億 2,071 万円 4 億 3,210 万円 8,145 万円 3 億 637 万円 3 億 8,783 万円
資本的 3 億 3,710 万円 160 万円 2 億 4,196 万円 2 億 4,356 万円 5 億 887 万円 2,182 万円 2 億 9,343 万円 3 億 1,525 万円

会計区分 借入現在高
一般会計 152 億 974 万円
簡易水道事業特別会計 21 億 5,933 万円
農業集落排水事業特別会計 11 億 47 万円
簡易排水事業特別会計 349 万円
浄化槽事業特別会計 2,411 万円
公共下水道事業特別会計 90 億 2,759 万円
水道事業会計 4 億 7,751 万円

合計 280 億 224 万円
一時借入金（一般会計および特別会計） 0 円

地方債および一時借入金の状況 基金（貯金）の状況
会計区分 基金現在高

一般会計 108 億 9,755 万円
財政調整基金 28 億 3,505 万円
減債基金 8 億 1,552 万円
特定目的基金 72 億 4,698 万円

国民健康保険事業特別会計 5 億 9,123 万円
介護保険事業特別会計 1 億 9,482 万円
特別養護老人ホーム等事業特別会計 1 億 2,574 万円
公共下水道事業特別会計 5 億 2,480 万円

合計 123 億 3,414 万円

一般会計予算額を
町民 1 人当たりに換算すると…

1 人当たりの町税負担額　　11 万 9,236 円
1 人当たりに使われるお金　85 万 590 円
1 人当たりの町債残高　　　58 万 3,867 円

※人口：2 万 6,050 人（令和 3 年（2021 年）3 月 31 日現在）
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介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
（
短
期
入
所
を
含

む
）
を
利
用
す
る
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

他
に
居
住
費
や
食
費
な
ど
を
負
担
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
低
所
得
の
方
の
施
設
利

用
が
困
難
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
申
請
し

て
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
居
住
費
や
食

費
な
ど
の
自
己
負
担
額
が
負
担
限
度
額

（
上
限
額
）
ま
で
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
が
必
要
で
す

負
担
限
度
額
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す

る
方
は
、

・
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
書

・
同
意
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

居住費・食費の自己負担限度額（1 日当たり）

利用者負担段階
居住費（滞在費）の限度額 食費の限度額

ユニット型
個室

ユニット型
個室的多床室
・従来型個室

多床室 施設
サービス

短期入所
サービス

第１段階 世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が住民税
非課税で、老齢福祉年金の受給者、生活保護の受給者 820 円 490 円

（320 円） 0 円 300 円 300 円

第２段階
世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が住民税
非課税で、合計所得金額＋課税年金収入額＋非課税年金収
入額の合計が 80 万円以下の人

820 円 490 円
（420 円） 370 円 390 円 600 円

第３段階
①

世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が住民税
非課税で、合計所得金額＋課税年金収入額＋非課税年金収
入額の合計が 80 万円超 120 万円以下の人

1,310 円 1,310 円
（820 円） 370 円 650 円 1,000 円

第３段階
②

世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が住民税
非課税で、合計所得金額＋課税年金収入額＋非課税年金収
入額の合計が 120 万円超の人

1,310 円 1,310 円
（820 円） 370 円 1,360 円 1,300 円

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の負担額限度額は（　　）内の金額となります。
※制度の改正により、令和 3 年（2021 年）8 月から太字部分が変更・追加されます。

該
当
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、「
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」
を
交
付
し

ま
す
。
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
申
請
月

の
初
日
（
1
日
）
か
ら
7
月
31
日
ま
で
で

す
。
引
き
続
き
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る

場
合
は
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

※
申
請
に
は
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
資

産
状
況
の
記
入
や
預
金
通
帳
な
ど
の
写

し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

●
認
定
要
件

①
本
人
お
よ
び
世
帯
全
員
（
別
世
帯
の
配

偶
者
を
含
む
）
が
住
民
税
非
課
税
で
あ

る
こ
と

②
預
貯
金
な
ど
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

・
第
1
段
階
／
単
身
で
1
0
0
0
万
円
、

夫
婦
で
2
0
0
0
万
円

・
第
2
段
階
／
単
身
で
6
5
0
万
円
、

夫
婦
で
1
6
5
0
万
円

・
第
3
段
階
①
／
単
身
で
5
5
0
万
円
、

夫
婦
で
1
5
5
0
万
円

・
第
3
段
階
②
／
単
身
で
5
0
0
万
円
、

夫
婦
で
1
5
0
0
万
円

※
令
和
3
年（
2
0
2
1
年
）8
月
か
ら
、

各
段
階
で
金
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

●
申
請
先
／
長
寿
支
援
課
（
金
屋
庁
舎
）・

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
清
水
行
政
局

住
民
福
祉
室

介護保険に
関するお知らせ

問長寿支援課（金屋庁舎）
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利用者負担
3 割

次の①②の両方に該当する人
①本人の合計所得金額が 220 万円以上
②同じ世帯にいる 65 歳以上の人の「年金収入＋その他の合計所得金額」が
　　・単身世帯：340 万円以上
　　・2 人以上世帯：463 万円以上

利用者負担
2 割

上記以外の人で、次の①②の両方に該当する人
①本人の合計所得金額が 160 万円以上
②同じ世帯にいる 65 歳以上の人の「年金収入＋その他の合計所得金額」が
　　・単身世帯：280 万円以上
　　・2 人以上世帯：346 万円以上

利用者負担
1 割

利用者負担が 3 割・2 割以外の人
40 ～ 64 歳の人（2 号被保険者）

 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
利
用
者
負

担
額
（
同
じ
世
帯
に
複
数
の
利
用
者
が
い

る
場
合
は
世
帯
合
算
）
が
上
限
額
を
超
え

た
と
き
、
そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給
す
る

も
の
で
す
。

介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ
り
、

令
和
3
年
（
2
0
2
1
年
）
8
月
か
ら
、

「
現
役
並
み
所
得
者
」
の
区
分
が
、
3
つ

に
細
分
化
さ
れ
ま
す
。

※
「
現
役
並
み
所
得
者
」
と
は
、
同

じ
世
帯
に
課
税
所
得
1
4
5
万
円

以
上
の
65
歳
以
上
の
人
が
い
て
、
65

歳
以
上
の
人
の
収
入
が
単
身
の
場
合

3
8
3
万
円
以
上
、
2
人
以
上
の
場

合
5
2
0
万
円
以
上
あ
る
世
帯
の
人

を
い
い
ま
す
。

介
護
保
険
負
担
額
割
合
証

●
更
新
の
お
知
ら
せ

負
担
割
合
証
の
更
新
時
期
に
な
り
ま
し

の
で
、
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け

て
い
る
方
に
、
新
し
い
介
護
保
険
負
担
割

合
証
（
ピ
ン
ク
色
）
を
7
月
下
旬
に
送
付

し
ま
す
。

●
有
効
期
間
／
令
和
3
年
（
2
0
2
1

年
）
8
月
1
日
（
日
）
か
ら
令
和
4
年

（
2
0
2
2
）
7
月
31
日
（
日
）

●
利
用
者
負
担

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
か

か
っ
た
費
用
の
う
ち
、
利
用
者
負
担
の
割

合
分
（
1
割
・
2
割
・
3
割
）
を
事
業
者

に
支
払
い
ま
す
。

利
用
者
負
担
の
割
合
は
、
所
得
な
ど
に

よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

利用者負担段階区分 上限額（月額）

現役並み所得者 世帯 44,400 円

一般 世帯 44,400 円

住民税世帯非課税など 世帯 24,600 円
個人 15,000 円

生活保護受給者など 世帯 15,000 円
個人 15,000 円

利用者負担段階区分 上限額（月額）

現役並み所得者

課税所得 690 万円以上 世帯 140,100 円

課税所得 380 万円以上 世帯 93,000 円

課税所得 380 万円未満 世帯 44,400 円

一般

変更なし住民税世帯非課税など

生活保護受給者など

令和 3 年（2021 年）8 月利用分から令和 3 年（2021 年）7 月利用分まで

※
「
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
」
と
は
、
合
計

所
得
金
額
か
ら
年
金
の
雑
所
得
を
除
い
た
所

得
金
額
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
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段階 計算基礎 対象者 介護保険料
月額 年額

第 1 段階 基準額× 0.30
・生活保護を受けている人
・老齢福祉年金受給者で住民税非課税世帯の人
・住民税非課税世帯で、
　前年の合計所得金額＋課税年金収入額が 80 万円以下の人

1,860 円 2 万 2,320 円

第 2 段階 基準額× 0.50
住民税非課税世帯で、
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 
80 万円を超えて 120 万円以下の人

3,100 円 3 万 7,200 円

第 3 段階 基準額× 0.70 住民税非課税世帯で、
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 120 万円を超える人 4,340 円 5 万 2,080 円

第 4 段階 基準額× 0.90 本人が住民税非課税者で、世帯の誰かに住民税課税者が居る場合、
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 80 万円以下の人 5,580 円 6 万 6,960 円

第 5 段階 基準額 本人が住民税非課税者で、世帯の誰かに住民税課税者が居る場合、
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が 80 万円を超える人 6,200 円 7 万 4,400 円

第 6 段階 基準額× 1.20 本人が住民税課税者で、
前年の合計所得金額が 120 万円未満の人 7,440 円 8 万 9,280 円

第 7 段階 基準額× 1.30 本人が住民税課税者で、
前年の合計所得金額が 120 万円以上 210 万円未満の人 8,060 円 9 万 6,720 円

第 8 段階 基準額× 1.50 本人が住民税課税者で、
前年の合計所得金額が 210 万円以上 320 万円未満の人 9,300 円 11 万 1,600 円

第 9 段階 基準額× 1.70 本人が住民税課税者で、
前年の合計所得金額が 320 万円以上の人 1 万 540 円 12 万 6,480 円

令和 3 年（2021 年）～令和 5 年（2023 年）の介護保険料の基準額　月額 6,200 円

※介護保険法施行規則の改正により、第 7 段階の基準所得金額が「120 万円以上 200 万円未満」から「120 万円以上 210 万円未満」に、
第８段階の基準所得金額が「200 万円以上 300 万円未満」から「210 万円以上 320 万円未満」に、第 9 段階の基準所得金額が「300
万円以上」から「320 万円以上」に改正されました。

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る
　
　
　

生
活
困
難
者
の
利
用
者
負
担
軽
減

社
会
福
祉
法
人
が
、
特
に
生
計
が
困
難

な
利
用
者
に
対
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
利
用
者
負
担
と
食
費
・
居
住
費

（
滞
在
費
）
の
利
用
者
負
担
の
軽
減
を
し

ま
す
。
こ
の
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、

利
用
者
ま
た
は
家
族
な
ど
に
よ
る
申
請
が

必
要
で
、
社
会
福
祉
法
人
に
提
出
す
る
た

め
の
「
確
認
証
」
の
交
付
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

確
認
証
の
有
効
期
限
は
、
申
請
月
の
初

日
（
1
日
）
か
ら
7
月
31
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
認
定
要
件
と
し
て
収
入
や
預
貯

金
な
ど
の
条
件
が
複
数
あ
り
ま
す
。

●
申
請
先
／
長
寿
支
援
課
（
金
屋
庁
舎
）・

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
清
水
行
政
局

住
民
福
祉
室

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
制
度
は
、
40
歳
以
上
の
人
が

納
め
る
保
険
料
と
、
国
・
県
・
町
の
負
担

金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
65

歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出

さ
れ
る
基
準
額
を
基
に
、
所
得
に
応
じ
て

段
階
的
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収
以
外
の
人
（
普
通
徴
収
の
人
）

は
、
町
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
や
口
座
振

替
に
よ
り
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

保
険
料
納
入
通
知
書
と
納
付
書
は
７
月

中
旬
か
ら
発
送
予
定
で
す
。
口
座
振
替
や

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
の
場
合

は
、
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
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高齢者の暮らしを応援！
地域包括支援センターだより 問金屋庁舎　 ☎ 32-5102（直通）

清水行政局 ☎ 25-1269（直通）

有田川町地域包括支援センターでは、介護予防などの相談に応じています。

コロナ禍の現在、注目されている　「フレイル予防」
「フレイル」とは、高齢期の“心身機能が低下した状

態”で、「健康」と「介護が必要な状態」の間にある虚
弱な状態のことです。「なんとなく体調がすぐれない」「食
事中むせることが多い」「人づきあいがおっくう」など、
身体だけでなく意欲の低下や交流の減少も影響します。

早めにフレイルの兆候に気づき、対応することで改善
につながります。

・足は肩幅、つま先はまっすぐに。
・ひざはつま先より前に出ない。
・４秒かけて膝を曲げ、４秒かけて戻す。

【スクワット】　10 回を目安に

「認知症」　抱え込まずに相談を
認知症は、誰もがなり得る可能性がある病気で、多くの人にとって身近なものです。
早期診断・支援により、進行を緩やかにすることや症状を改善することにつながり

ます。ご自身や家族に気になる症状が現れた時や、日々の介護の悩みや困りごとにつ
いての相談などに、地域包括支援センターまたは下記相談窓口をご活用ください。

和歌山県立医科大学附属病院 ☎073-441-0776

ひだか病院 ☎0738-24-1802

有田市立病院 ☎0737-82-0887

●和歌山県認知症疾患医療センター（県指定）
医療相談室の専門職（精神保健福祉士など）が電話

や面接による相談に対応します。認知症に関する専門
医師が、認知症の種類を診断し治療方針を決定します。
※受診については、事前に各病院へお問い合わせください。

●認知症に関する電話相談窓口
認知症の方への対応方法での困りごとや、介護疲れ

や悩みなどを相談できます。

わかやま認知症なんでも電話相談
（一般社団法人和歌山認知症支援協会）

☎ 0120-969-487

10:00 ～ 15:00
月～金（祝日除く）

公益社団法人
認知症の人と家族の会和歌山県支部

☎ 0120-783-007

10:00 ～ 15:00
月～土（祝日除く）

●身体のフレイルチェック
　□ 同性の同年代と比べて歩くのは遅い方だ
　□ 以前と比べて体力が落ちたと感じる
　□ ひざや腰など身体に痛みを感じる部分がある
　□ 最近あまり食欲がない
　□ ペットボトルのキャップが開けにくくなった

一つでも□がつけば身体的フレイルの可能性があります。
簡単な運動や食事の見直しから始めてみましょう。
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・
頭
痛
、
吐
き
気

な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
熱
中
症
と
い
い
ま
す
。

 

熱
中
症
の
予
防
法

次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
、
熱
中
症
を

予
防
し
、暑
い
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

●
冷
房
は
外
気
と
の
温
度
差
を
５
度
以
内

に
す
る
。

●
こ
ま
め
に
電
解
質
の
入
っ
た
ス
ポ
ー
ツ

ド
リ
ン
ク
な
ど
を
補
給
す
る
。

●
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、疲
れ
を
溜
め
な
い
。

●
お
風
呂
は
湯
船
に
ゆ
っ
く
り
つ
か
る
。

●
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
付
け
、
1
日
3

食
規
則
正
し
く
食
べ
る
。

●
適
度
に
体
を
動
か
す
。

 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
熱
さ
指
数（
W
B
G
T
）

暑
さ
指
数
（
W
B
G
T
）
は
、
人
体
に

与
え
る
影
響
の
大
き
い
、
①
湿
度
②
日
射

な
ど
の
外
部
か
ら
の
熱
③
気
温
、
の
3
つ

を
取
り
入
れ
た
指
標
で
す
。
労
働
環
境
や

今
年
も
暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。
今

月
は
、
暑
さ
か
ら
身
を
守
る
方
法
、
熱
中

症
予
防
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
日
常
生
活
で
増
加
し
て
い
る
の

が
熱
中
症
で
す
。
重
症
化
す
る
と
命
も
脅

か
す
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
が
、
正
し
い
知

識
を
持
っ
て
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と

で
、
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

熱
中
症
と
は

人
間
の
体
に
は
、
体
温
調
整
機
能
が
備

わ
っ
て
い
て
、
常
に
体
内
で
熱
を
作
り
出

し
て
い
る
一
方
、
自
律
神
経
を
介
し
適
度

な
体
温
を
保
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
気
温
や
湿
度
が
高
い
、
風
が

弱
い
、
日
差
し
が
強
い
な
ど
の
環
境
下
で

体
温
調
整
機
能
に
乱
れ
が
生
じ
る
と
、
適

度
な
体
温
が
保
て
な
く
な
り
、

・
め
ま
い
や
立
ち
く
ら
み

・
筋
肉
痛
や
筋
肉
の
痙
攣

・
体
が
だ
る
い
、
力
が
入
ら
な
い

運
動
環
境
の
指
針
と
し
て
有
効
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
、
I
S
O
（
国
際
標
準
化
機

構
）
な
ど
で
国
際
的
に
規
格
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

暑
さ
指
数
が
高
く
な
る
と
、
熱
中
症
に

よ
る
救
急
搬
送
人
員
数
が
多
く
な
り
ま
す
。

【
日
常
に
関
す
る
指
針
】

アルバムカフェ
～お子さんの写真をかわいく飾ろう～

開設日時など（場所は「にこにこひろば」以外、子育て支援センター）

あそびのひろば
金曜日（7 月 2 日・9 日・16 日・30 日）
※予約制。
　詳細は予定表でご確認ください。

10:00 ～ 11:00
14:00 ～ 15:00

にこにこひろば
（1 歳半～）

7 月 28 日（水）10:00 ～ 11:00（予約制）
水遊びをします。タオル・着替えをお持ちください。

※場所は金屋文化保健センター。
　詳細は予定表でご確認ください。

子育て支援センター　☎ 090-7966-1697・52-5474（ファクス兼用）

子育て支援センターは皆さまの子育てを応援しています。
詳しくは町ホームページをご覧いただくか、お気軽にお問い合わせください。

日
本
生
気
象
学
会
「
日
常
生
活
に
お
け
る
熱
中
症

予
防
指
針
Ｖ
ｅ
ｒ.
3
」（
2
0
1
3
）
よ
り

●日時／ 7 月 20 日（火）
　　　　13:30 ～ 14:30
●場所／子育て支援センター
●講師／杉山 江里子さん
●定員／ 10 組程度
●申込／ 7 月 5 日（月）8:30 ～

健康みちしるべ

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

夏
の
健
康
対
策

温度基準
（WBGT）

注意すべき
生活活動の目安 注意事項

危険
（31 以上）

　すべての生活活動で
　おこる危険性

　高齢者においては安静状態でも発生す
る危険性が大きい。外出はなるべく避け、
涼しい室内に移動する。

厳重警戒
（28 以上 31 未満）

　外出時は炎天下を避け、室内では室温
の上昇に注意する。

警戒
（25 以上 28 未満）

　中度以上の生活活動で
　おこる危険性

　外出時は炎天下を避け、室内では室温
の上昇に注意する。

注意
（25 未満）

　強い生活活動で
　おこる危険性

　一般に危険性は少ないが激しい運動や
重労働時には発生する危険性がある。
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集団健診 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

7 月 4 日（日）
8:00 ～ 9:00 きびドーム

 特定・胃・大腸・胸部・乳房
7 月 13 日（火）

8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター
 特定・胃・大腸・胸部・乳房

7 月 25 日（日）
8:00 ～ 9:00 旧城山西小学校

 特定・胃・大腸・胸部・乳房・子宮

運動教室 健康推進課（金屋庁舎）

7 月 1 日（木）、8 月 5 日（木）
■場所／きび保健福祉センター

健康相談 健康推進課（金屋庁舎）

7 月 7 日（水）、8 月 4 日（水）
■場所／金屋文化保健センター

健康づくり講座 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

7 月 3 日（土） 9:30 ～　きびドーム
■内容／栄養士に聞くお手軽♪減塩食
7 月 7 日（水）13:30 ～　清水保健センター
■内容／体スッキリ！お家でカンタン体操
8 月 2 日（月）13:30 ～　金屋文化保健センター
■内容／体スッキリ！お家でカンタン体操

子どもの健康相談 健康推進課（金屋庁舎）
清水行政局住民福祉室

7 月 1 日（木）金屋文化保健センター
7 月 5 日（月）清水保健センター
7 月 8 日（木）金屋文化保健センター
7 月 15 日（木）金屋文化保健センター
8 月 2 日（月）清水保健センター
8 月 5 日（木）金屋文化保健センター
※清水保健センターでは、10:30 頃から
　保育士による育児サロンも併せて行います。

乳幼児健診 健康推進課（金屋庁舎）

4 カ月児健診［令和3年（2021年）3月生まれ］
　7月 27日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診［令和2年（2020年）8月生まれ］
　7月 6日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診［令和元年（2019年）11月生まれ］
　7月 21日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診［平成31年（2019年）4月生まれ］
　7月 28日（水）12:45 ～ 13:00
3歳6カ月児健診［平成29年（2017年）12月生まれ］
　7月 14日（水）12:45 ～ 13:00
■場所／金屋文化保健センター

　あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（令和3年（2021年）5月）

加入者数 7,589 人

支払額 3 億 79 万円

1 人当たりの医療費
3 万 9,635 円

（前年同月 4 万 9,327 円）

令和元年度（2019 年度）
1 人当たりの医療費

3 万 7,372 円／月

44 万 8,464 円／年

おとな こども
健康 応援 スケジュール

実施時間
19:30～
20:30

実施時間
9:00～
11:00

実施時間
9:00～
11:00
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問こども教育課（金屋庁舎）

金屋中学校　技術の授業

令和 3 年（2021 年）4 月から、児童・生徒に１人１台のタブレット型端末を配布しました。金屋中学校
では技術科の授業で、タブレット型端末を活用してプログラムを作り、メッセージを送信する方法を学び
ました。生徒からは、「プログラミングをするのは難しいけど楽しかった。」「タブレットをもっと使いたい。」
といった感想が聞かれました。

今後は、町内学校間で連携し、各教科における効果的なタブレット型端末の活用方法を研究していきます。

タブレット端末を使って
プログラミング
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7 月の原画展
山本孝 絵本原画展

「ウルトラマンとぼくら　
　　　  VS. 怪獣ぐんだん」

期間／ 7 月 16 日（金）～ 9 月 1 日（水）
場所／ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）

図書館だより

おひざでだっこのおはなし会　※要申込

日時／ 7 月 13 日（火）10:15 ～ 11:15
場所／金屋図書館
対象／ 4 カ月～ 2 歳児　　定員／ 10 組

おはなし会
①日程／ 7 月 4 日（日）・11 日（日）
　　　　　　 18 日（日）・25 日（日）

場所／ポッポ絵本館
時間／ 14:00 ～ 14:30

②日程／ 7 月 10 日（土）
場所／金屋図書館
時間／ 10:30 ～ 11:00

今月のイベント

■一般書
声の在りか　……………………… 寺地はるな／著
キネマの天使　……………………… 赤川次郎／著
神の悪手　……………………………… 芦沢央／著
華の譜　………………………………… 梓澤要／著
ファウンテンブルーの魔人たち　…　白石一文／著
空の王　……………………………… 新野剛志／著
捜査一課 OB　 …………………… 富樫倫太郎／著
赤の呪縛　…………………………… 堂場瞬一／著

■児童書
フルーツふれんずイチゴちゃん
……………………… 村上しい子／作　角裕美／絵
アレッポのキャットマン
…… アイリーン・レイサム　カリーム・シャムシ・バシャ／著

清水裕子／絵
ゴムブタボート … 中川ひろたか／作　日隈みさき／絵
もりの 100 かいだてのいえ　 … いわいとしお／作
なまずにいさん　… 穂高順也／作　西野沙織／絵
どろんこおばけになりたいな
…………………… 内田麟太郎／作　石井聖岳／絵

新着図書案内

【図書施設連絡先・開館日時】
●地域交流センター（ALEC）　☎ 52-4730

火～金：10:00~19:00　土・日・祝：10:00~17:00
月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●金屋図書館　☎ 32-5789
火～日：10:00~17:00　月曜・祝日休館

●ちいさな駅美術館（ポッポ絵本館内）　☎ 52-4730
火～日：10:00~16:00  月曜休館（月曜日が祝日の場合、翌日休館）

●しみず図書室　☎ 25-1788
火～土：9:00~17:00　日・月・祝日休館

全館臨時休館日／ 7 月 15 日（木）
※休館時の図書の返却には、ブックポスト（ALEC・金屋図書館・しみず

図書室に設置）をご利用ください。

今月の移動図書館
7 月 2 日（金）　八幡小学校　13:00 ～ 13:45
7 月 7 日（水）　小川小学校　12:50 ～ 13:15
7 月 14 日（水）　安諦小学校　12:40 ～ 13:00
　　　　　　　　し み ず 園　15:30 ～ 16:00
7 月 16 日（金）　石垣小学校　12:30 ～ 13:00
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い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
、
各
家
庭
で
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
グ
ッ
ズ

を
購
入
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
小
型
発
電
機
を
購
入
さ
れ
た
方
も

お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

災
害
時
に
発
電
機
な
ど
を
使
用
す
れ
ば

生
活
が
便
利
に
な
り
ま
す
が
、
誤
っ
た
使

い
方
を
す
れ
ば
一
酸
化
炭
素
中
毒
を
引
き

起
こ
し
、
最
悪
の
場
合
死
に
至
り
ま
す
。

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
、「
発
電

機
を
正
し
く
使
う
こ
と
」「
仮
に
一
酸
化

炭
素
中
毒
に
な
っ
て
も
早
期
に
気
づ
く
こ

と
」
が
大
切
で
す
。

発
電
機
の
排
気
ガ
ス
に
は
一
酸
化
炭
素

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
事
故
の
防
止
の
た

め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
屋
内
で
使
用
し
な
い
。

・
屋
外
で
も
風
通
し
の
悪
い
場
所
で
は
使

用
し
な
い
。

●
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
症
状

・
軽
度
／
頭
痛
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・
め
ま

い
・
集
中
力
の
低
下
・
眠
気
な
ど

・
中
等
度
ま
た
は
重
度
／
判
断
力
の
低

下
・
錯
乱
・
意
識
消
失
・
け
い
れ
ん
発

作
・
胸
痛
・
息
切
れ
な
ど

水
難
事
故
を
防
ぐ

毎
年
、
川
や
海
で
の
水
難
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
川
や

海
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
水
辺

で
の
ト
ラ
ブ
ル
は
重
大
事
故
に
な
り
や
す

く
、
子
ど
も
の
事
故
は
「
河
川
」
で
多
発

し
て
い
ま
す
。

  

安
全
に
楽
し
む
た
め
に

・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用
す
る
。

・
流
れ
が
早
い
場
所
、
深
い
場
所
は
十
分

に
注
意
す
る
。

・
ダ
ム
の
放
流
や
、
大
雨
に
よ
る
増
水
に

注
意
す
る
。

・
保
護
者
は
、子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・
子
ど
も
だ
け
で
の
水
泳
や
水
遊
び
は
さ

せ
な
い
。

 

こ
ん
な
時
は
す
ぐ
に
避
難
を

・
上
流
の
空
に
黒
い
雲
が
見
え
た
と
き
。

・
落
ち
葉
や
流
木
、
ご
み
が
流
れ
て
き
た

と
き
。

・
雨
が
降
り
は
じ
め
た
と
き
。

・
雷
の
音
が
聞
こ
え
た
と
き
。

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
か
ら
の

出
火
に
ご
注
意
を
！

低
圧
進
相
コ
ン
デ
ン
サ
は
、
業
務
用
冷

蔵
庫
や
モ
ー
タ
ー
な
ど
を
使
用
す
る
店
舗

や
作
業
場
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

（
住
宅
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）。
今
年
に
入
り
、
町
内
で
も
コ

ン
デ
ン
サ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
デ
ン
サ
に
よ
る
火
災
は
、梅
雨
の
時

期
か
ら
夏
場
に
か
け
て
多
発
し
て
い
ま

火
災　
…　
13
件

救
急　
…　
4
8
7
件

救
助　
…　
2
件

有
田
川
町
消
防
本
部　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署　
☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署　
☎
２
５
‐
１
２
４
３

令
和
３
年
（
２
０
２
１
年
）

５
月
末
現
在
の
出
動
件
数

災
害
時
の
発
電
機
の

使
用
に
つ
い
て（
注
意
喚
起
）

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

消
防
だ
よ
り

す
。出
火
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
長
年
使
用

し
た
こ
と
に
よ
る
コ
ン
デ
ン
サ
内
部
の
絶
縁

劣
化
に
よ
り
、発
熱
し
出
火
し
て
い
ま
す
。

 

異
常
が
あ
れ
ば
使
用
し
な
い

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
危
険
で
す

の
で
使
用
せ
ず
、
早
急
に
交
換
し
、
作
業

後
は
開
閉
器
を
閉
じ
て
く
だ
さ
い
。

・
異
常
な
膨
ら
み

・
異
臭

・
発
熱

・
穴
あ
き
、
油
漏
れ

 

出
火
を
防
ぐ
に
は

・
機
器
を
使
用
し
な
い
と
き
は
メ
イ
ン
ブ

レ
ー
カ
ー
を
切
る
。

・
昭
和
50
年
（
1
9
7
5
年
）
以
前
に

製
造
さ
れ
た
製
品
は
、
保
安
装
置
の
内

蔵
さ
れ
た
新
し
い
コ
ン
デ
ン
サ
へ
交
換

す
る
。

・
設
置
後
10
年
以
上
経
過
し
た
コ
ン
デ
ン

サ
に
つ
い
て
も
早
め
に
交
換
、
ま
た
は

専
門
業
者
に
よ
る
点
検
を
受
け
る
。

小型発電機排気部分

破裂したコンデンサ
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家庭から出る
燃えるごみの収集量

令和 3 年（2021 年）4 月／約 315 トン
前月から約 2 トンの減少

有田川町の家庭から出る燃えるごみや燃えないごみは環境
センターで処理されており、その運営費の一部を分担金とし
て支払っています。分担金はごみ搬入量と人口に基づいて計
算されます。
生ごみの水切りやコンポスト容器の利用など、ごみ減量に
よって環境にも町財政にもエコな暮らしを目指しましょう。

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ
環
境
衛
生
課（
吉
備
庁
舎
）

清
水
行
政
局　
建
設
環
境
室

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

盆
ま
で
に
し
尿
の
く
み
取
り
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
7
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
、

次
の
し
尿
収
集
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
7
月
16
日
（
金
）
を
過
ぎ
る
と
、
盆
ま

で
に
く
み
取
り
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
収
集
業
務
は
8
月
13
日
（
金
）
か
ら
8

月
18
日
（
水
）
ま
で
休
業
し
ま
す
。

●
吉
備
・
金
屋
地
域

・
上
田
衛
生　

☎
５
２
‐
４
５
８
２

・（
有
）
武
田
清
掃　

☎
３
２
‐
２
３
９
１

●
清
水
地
域

・（
有
）
武
田
清
掃　

☎
３
２
‐
２
３
９
１

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
中
に
注
射
器

（
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
器
な
ど
も
含
む
）
が

混
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
危
険
物
な
ど
が
混
入
す
る
と
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
の
手
作
業
で
選
別

す
る
作
業
員
が
け
が
を
し
た
り
感
染
症
に

か
か
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
る
な
ど
、
大

変
危
険
で
す
。
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

ま
た
、「
注
射
器（
針
の
な
い
注
射
器
・

イ
ン
ス
リ
ン
注
射
器
な
ど
も
含
む
）」「
注

射
針（
血
糖
値
測
定
用
針
な
ど
も
含
む
）」

「
針
付
き
の
チ
ュ
ー
ブ
類（
輸
血
ラ
イ
ン
な

ど
）」な
ど
の
医
療
系
廃
棄
物
は
地
域
の

ご
み
集
積
所
に
出
せ
ま
せ
ん
。受
け
取
っ

た
医
療
機
関
や
薬
局
・
薬
店
に
引
き
取
っ

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
環
境

衛
生
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
別
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

盆
前
の「
し
尿
の
く
み
取
り
」

注
射
器
な
ど
の

医
療
系
廃
棄
物
は
排
出
禁
止

カセットボンベが原因の爆発事故が発生しました

令和 3 年（2021 年）4 月に環境セ
ンターで爆発が起こり、設備が大破
するという事故が発生しました。カ
セットボンベが原因と思われます。5
月にも同様の爆発事故が発生し、ご
みの受け入れが一時出来ない事態と
なりました。

このように、カセットボンベやス
プレー缶類の不適切な廃棄は大規模
な爆発、火災事故を引き起こします。

中身を使い切ったカセットボンベ
やスプレー缶類はガス抜きを行い、

「燃えないごみ」として指定された曜
日にお出しください。

～緊急～  ごみ出し方法の確認を！

＊ガス抜きの手順

1. 製品を最後まで使い切る。

　2. 缶を振って音を聞くなどし
　て、液体が残っていないか
　確認する。

3. 火気のない風通しの良い屋外
　で、完全にガスを出し切る。 

液体が残っていれば
「シャカシャカ」
「ちゃぷちゃぷ」
などの音がします。
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人権特設相談所
日常生活や身の回りの人権問題について、人権擁護委

員が相談を受けます。相談は無料で、秘密は厳守します。
●日時／ 7 月 15 日（木）13:00~16:00
●場所／金屋文化保健センター  応接室

電話による人権相談窓口
みんなの人権 110 番（さまざまな人権問題）

☎ 0570‐003‐110
女性の人権ホットライン（家庭内暴力など女性の人権問題）

☎ 0570-070-810
こどもの人権 110 番（いじめ・虐待など子どもの人権問題）

☎ 0120-007-110

新
学
期
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
、
金
屋
文
化

保
健
セ
ン
タ
ー
近
く
の
信
号
の
な
い
横
断

歩
道
を
鳥
屋
城
小
学
校
の
高
学
年
と
思
わ

れ
る
3
人
の
女
子
児
童
が
渡
ろ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。

私
は
車
を
止
め
、
渡
る
よ
う
に
手
で
合

図
し
ま
し
た
。
3
人
は
会
釈
を
し
な
が
ら

渡
り
ま
し
た
。
そ
し
て
振
り
返
り
、
頭
を

深
々
と
下
げ
て
く
れ
た
の
で
す
。
私
も
つ

ら
れ
て
つ
い
会
釈
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
光
景
を
見
た
こ
と
の
あ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

ま
ち
に
は
、
こ
の
よ
う
な
小
・
中
学
生
が

大
勢
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
瞬
の
出
来
事

で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍か

で
ス
ト
レ
ス
が
溜

ま
る
中
、
心
温
ま
る
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
相
手
を
思
い
や
る
小
さ
な
行

為
が
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
で
は
、「
命
を
守

ら
れ
て
成
長
で
き
る
こ
と
」「
子
ど
も
に

と
っ
て
最
も
よ
い
こ
と
」「
意
見
を
表
明

し
参
加
で
き
る
こ
と
」「
差
別
の
な
い
こ

と
」
が
と
て
も
重
要
な
原
則
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
こ
の
ま
ち

に
は
横
断
歩
道
や
交
差
点
に
立
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
が
安
全
に
登
下
校
で
き
る
よ
う

に
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
方
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
子
ど
も
は
次
の
時
代
を
担
う
社
会

の
宝
物
で
す
。
私
た
ち
大
人
も
自
ら
の
行

動
で
、
命
を
守
る
手
本
を
示
せ
た
ら
と
思

い
ま
す
。

人
権
機
関
有
田
川
会
計　

和
泉 

保
廣

●
内
容
／
「
ふ
れ
あ
い
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
標
語

●
応
募
対
象
／
町
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
方

●
応
募
方
法
／
作
品
に
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
年
齢
・
学
校
名
と
学
年
（
学
生

の
場
合
）・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
載
し
、

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
は
一
人
一
作
品
ま
で
で
す
。

●
応
募
先

〒
6
4
3
‐
0
1
5
3

有
田
川
町
中
井
原
1
3
6
番
地
2

有
田
川
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内

人
権
機
関
有
田
川
事
務
局 

宛

●
応
募
期
間
／
7
月
5
日
（
月
）
～
8
月

31
日
（
火
）
必
着

●
入
賞
／
一
般
の
部
（
高
校
生
含
む
）・
中

学
生
の
部
・
小
学
生
の
部
の
三
部
門
で
若

干
数
を
選
考
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

●
展
示
／
人
権
標
語
作
品
集
や
啓
発
用
教

材
な
ど
に
使
用
し
、広
く
活
用
し
ま
す
。

●
そ
の
他
／
テ
ー
マ
自
体
が
標
語
に
含
ま

れ
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
作
品
は
未

発
表
の
も
の
に
限
り
、
原
則
と
し
て
返

却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
作
品
の
著
作
権

は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

私
の
感
動

4
月
の
横
断
歩
道
で

令
和
3
年
度（
２
０
２
１
年
度
）

重
点
テ
ー
マ　

ふ
れ
あ
い

人
権
機
関
有
田
川
委
員
か
ら
募
っ
た
意

見
を
も
と
に
、
今
年
度
の
重
点
テ
ー
マ
を

「
ふ
れ
あ
い
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

お
う
ち
時
間
に
考
え
よ
う

人
権
啓
発
標
語
募
集

人権だより
考えてみませんか、私の人権、あなたの人権。

有田川町教育委員会　社会教育課
電話　　　22-4513
ファクス　32-4827
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まちのデータ
（令和 3年（2021 年）5月末日現在）

人口 2万 6,028 人
男 1万 2,343 人
女 1万 3,685 人

1 万 681 世帯

交通事故発生件数
（5月中、物損含む）

有田川町 61 件
死者 0人　負傷 0人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎
  52－2111金 屋 庁 舎

清水行政局

城 山 出 張 所 23 － 0001
粟 生 連 絡 所 22 － 0351
五 郷 出 張 所 22 － 0254
安 諦 出 張 所 26 － 0001
水 道 課 52 － 5356
ＡＬＥＣ（ ア レッ ク ） 52 － 4730

環 境 セ ン タ ー 52 － 5384
プ ラ ス チ ッ ク 収 集 場 52 － 7855
休 日 急 患 診 療 所 52 － 4882
有 田 聖 苑 52 － 3055
子 育 て 支 援 センター { 52 － 5474

090-7966-1697
有田川町 少 年 センター 52 － 8744

相 

談

◆
◆
◆

7
月
の
行
政
相
談

●
7
月
21
日
（
水
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー　

13
時
30
分

～
16
時

問

総
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

  

子 

育 

て

◆
◆
◆

在
宅
育
児
支
援
事
業
給
付
金

0
歳
児
を
在
宅
で
育
児
す
る

多
子
世
帯
の
方
に
給
付
金
を
支
給

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
乳
児
の
保
育
を
家
庭
で
行
う
保

護
者
に
対
し
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

受
給
に
は
申
請
が
必
要
な
の
で
、
こ
ど

も
教
育
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

期
間
内
で
あ
れ
ば
対
象
月
数
分
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
対
象
者
／
育
児
休
業
給
付
金
を
受
給
し

て
い
な
い
世
帯
お
よ
び
生
活
保
護
を
受

け
て
い
な
い
世
帯
、
暴
力
団
と
密
接
な

関
係
を
有
し
な
い
世
帯
で
、
次
の
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
乳
児
が
い
る
世
帯
。

①
当
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

②
令
和
2
年
（
2
0
2
0
年
）
4
月
1

日
（
水
）
か
ら
令
和
3
年
（
2
0
2
1

年
）
12
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
生
ま
れ

て
い
る
こ
と
。

｝

③
属
す
る
世
帯
内
の
第
二
子
以
降
で
あ
る

こ
と
。

④
第
二
子
の
場
合
、
申
請
者
と
申
請
者
の

配
偶
者
の
市
町
村
民
税
所
得
割
合
算
額

が
7
万
7
1
0
1
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

※
4
～
8
月
分
は
令
和
2
年
度

（
2
0
2
0
年
度
）、
9
～
3
月
分
は
令

和
3
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）
で
判
定
。

⑤
保
育
所
な
ど
に
入
所
し
て
い
な
い
こ
と
。

※
年
度
途
中
で
要
件
に
変
更
が
あ
り
、
対

象
に
な
る
、
ま
た
は
対
象
か
ら
外
れ
る

場
合
は
、
対
象
と
な
る
期
間
分
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
期
限
／
令
和
4
年
（
2
0
2
2

年
）
3
月
31
日
（
木
）
ま
で

●
支
給
額
／
対
象
と
な
る
乳
児
1
人
あ
た

り
月
額
3
万
円
（
最
大
10
カ
月
分
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
支
給
認
定
申
請
書

②
申
請
者
、
申
請
者
の
配
偶
者
お
よ
び
乳

児
の
健
康
保
険
証
の
写
し

③
育
児
休
業
給
付
金
の
受
給
申
請
（
予
定

を
含
む
）
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
④
児
童
手
当
な
ど
を
市
町
村
以
外
か
ら
受

給
し
て
い
る
場
合
（
公
務
員
な
ど
）
は
、

乳
児
に
か
か
る
児
童
手
当
な
ど
の
受
給

を
証
明
す
る
書
類

⑤
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し
（
口
座
番

号
、
名
義
人
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る

部
分
）

⑥
乳
児
が
第
二
子
で
あ
る
場
合
に
お
い

て
、
当
町
で
申
請
者
お
よ
び
申
請
者
の

配
偶
者
の
市
町
村
民
税
の
所
得
割
合
算

額
を
確
認
で
き
な
い
場
合
、
確
認
で
き

る
市
町
村
が
発
行
し
た
市
町
村
民
税
の

所
得
割
合
額
に
関
す
る
証
明
書

※
①
、
③
、
④
の
書
類
に
つ
い
て
は
、
こ

ど
も
教
育
課
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
く

か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

※
⑤
に
つ
い
て
は
、
乳
児
と
同
居
し
て
い

な
い
場
合
を
の
ぞ
き
、
支
給
対
象
者
は

児
童
手
当
な
ど
の
受
給
者
と
な
る
た

め
、
振
込
先
口
座
は
児
童
手
当
受
給
者

の
口
座
と
な
り
ま
す
。

問

こ
ど
も
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

献 

血

◆
◆
◆

7
月
の
献
血

●
7
月
23
日
（
金
・
祝
）

・
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ク
ワ
有
田
川

店　

10
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
30
分

※
内
容
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
適
宜
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

お知らせお知らせ
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催 

し

◆
◆
◆

令
和
3
年
度 

敬
老
会
中
止

敬
老
祝
い
金
を
贈
呈
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

影
響
を
考
慮
し
、
今
年
度
も
敬
老
会
を
町

内
全
地
区
で
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
楽
し
み
に
お
待
ち
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
皆
さ
ま
に
は
誠
に
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

な
お
、
敬
老
会
の
対
象
と
な
る
皆
さ
ま

に
は
、
町
か
ら
秋
ご
ろ
に
敬
老
祝
い
金
を

贈
呈
予
定
で
す
。

問

長
寿
支
援
課
（
金
屋
庁
舎
）

令
和
4
年 

成
人
式

有
田
川
町
で
は
、
当
該
年
度
に
20
歳
を

迎
え
る
方
を
対
象
に
、
成
人
式
を
行
い
ま

す
。令

和
3
年
（
2
0
2
1
年
）
5
月
10

日
現
在
、
当
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

対
象
者
に
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

町
外
に
住
民
登
録
を
移
さ
れ
て
い
る
方
で

成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
社

会
教
育
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

既
に
連
絡
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
の
連
絡

は
不
要
で
す
。

●
日
時
／
令
和
4
年
（
2
0
2
2
年
）

1
月
9
日
（
日
）
を
予
定
（
時
間
・
場

所
は
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象
／
平
成
13
年
（
2
0
0
1
年
）

4
月
2
日
～
平
成
14
年
（
2
0
0
2

年
）
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

問

社
会
教
育
課
（
金
屋
庁
舎
）

保
険

◆
◆
◆

各
種
認
定
証
の
更
新
手
続
き

有
効
期
限
が
7
月
31
日
（
土
）
に
な
っ

て
い
る
次
の
認
定
証
は
、
そ
れ
ぞ
れ
更
新

手
続
き
が
必
要
で
す
。
8
月
2
日
（
月
）

以
降
に
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
更
新
手
続
き
が
必
要
な
認
定
証

・
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証
／

町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
の

方
・
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
／
町
県
民
税
非
課
税

世
帯
の
75
歳
未
満
の
方

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／
保
険
証
・
窓

口
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許

証
な
ど
）

※
所
得
の
変
動
や
世
帯
構
成
の
変
更
な
ど

で
、
7
月
ま
で
該
当
し
て
い
て
も
8
月

以
降
該
当
し
な
い
場
合
や
、
現
在
該
当

し
て
い
な
く
て
も
8
月
以
降
に
該
当
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

「
国
民
健
康
保
険
　
　
　
　
　
　

高
齢
受
給
者
証
」
の
更
新

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
に
交
付
し
て
い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」

の
有
効
期
限
が
、
7
月
31
日
（
土
）
で
切

れ
る
た
め
、
7
月
下
旬
に
新
し
い
「
高
齢

受
給
者
証
」
を
郵
送
交
付
し
ま
す
。
8
月

1
日
（
日
）
か
ら
は
、
必
ず
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

●
一
部
負
担
金
の
割
合

70
歳
か
ら
医
療
機
関
な
ど
で
お
支
払
い

い
た
だ
く
一
部
負
担
金
の
割
合
は

・
現
役
並
み
所
得
者
／
3
割

・
そ
の
他
の
方
／
2
割

と
な
り
ま
す
。
一
部
負
担
金
の
割
合
は
受

給
者
証
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
　
　
　
　

被
保
険
者
証
の
色
が
「
水
色
」
に

現
在
お
使
い
の
被
保
険
者
証（
保
険
証
）

の
有
効
期
限
が
7
月
31
日
（
土
）
で
切
れ

る
た
め
、
更
新
し
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
「
水
色
」
で
す
。
7
月
初
旬
ご
ろ
か
ら

順
次
郵
便
（
簡
易
書
留
）
で
郵
送
予
定
で

す
。

●
今
回
お
届
け
す
る
「
水
色
」
の
保
険
証

の
使
用
は
、
お
手
元
に
届
い
た
日
か
ら

新
し
い
保
険
証
が
届
く
ま
で
は
、
現
在

お
持
ち
の
保
険
証
（
薄
い
緑
色
の
も
の
）

を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

●
現
在
お
持
ち
の
「
薄
い
緑
色
」
の
保
険
証

「
薄
い
緑
色
」
の
保
険
証
は
8
月
1
日

（
日
）
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
新
し
い

保
険
証
（
水
色
）
が
お
手
元
に
届
き
次
第
、

薄
い
緑
色
の
保
険
証
は
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

※
処
分
の
際
は
、
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・

や
す
ら
ぎ
福
祉
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清

水
行
政
局
住
民
福
祉
室
に
お
越
し
の
際

に
ご
返
却
い
た
だ
く
か
、
住
所
や
氏
名

が
他
人
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
ご
自
分
で

細
か
く
裁
断
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ

い
。

●
そ
の
他

・
令
和
3
年
度
（
２
０
２
1
年
度
）
住
民

税
の
課
税
所
得
に
よ
り
、
一
部
負
担
金

の
割
合
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
住
民
税
の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以

上
の
被
保
険
者
の
い
る
世
帯
の
方
は
、

一
部
負
担
金
の
割
合
が
３
割
と
な
り
ま

す
。【
例
】
今
ま
で
１
割
だ
っ
た
方
が
３

割
負
担
に
変
更
と
な
る
場
合
、「
３
割

（
令
和
3
年
（
2
0
2
1
年
）
７
月
31

日
ま
で
は
１
割
）」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

お知らせお知らせ
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税 

金

◆
◆
◆

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
に
伴
い
、
令

和
3
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）
か
ら
軽

減
判
定
基
準
所
得
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
国
保
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
世
帯
の
所
得
基
準
額
は
下
の
表
の
計
算

で
確
認
で
き
ま
す
。

国
保
の
納
税
義
務
者
、
世
帯
に
属
す
る

被
保
険
者
、
お
よ
び
特
定
同
一
世
帯
所
属

者
の
総
所
得
金
額
な
ど
の
合
計
が
、
表
の

計
算
方
法
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
基
準
額
を

下
回
れ
ば
、
課
税
す
る
均
等
割
・
平
等
割

が
該
当
す
る
割
合
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

軽
減
を
受
け
る
た
め
の
申
請
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
が
、
原
則
的
に
世
帯
の
対
象
者

全
員
の
所
得
申
告
な
ど
が
さ
れ
て
い
な
い

と
軽
減
判
定
が
で
き
な
い
た
め
、
未
申
告

者
が
一
人
で
も
い
れ
ば
軽
減
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
収
入
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
所
得
申
告
が
必
要
で
す
。

問

税
務
課
（
吉
備
庁
舎
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険

料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
付
が

困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
徴
収
猶
予
や
減

免
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
を
受
け
る

た
め
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
担

当
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
【
国
民
健
康
保
険
税
】税
務
課（
吉
備
庁
舎
）

【
介
護
保
険
料
】長
寿
支
援
課（
金
屋
庁
舎
）

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】
住
民
課

（
吉
備
庁
舎
）・
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
☎
0
7
3
‐
4
2
8

‐
6
6
8
8医 

療

◆
◆
◆

老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

満
67
歳
以
上
70
歳
未
満
の
方
の
う
ち
、

次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す

方
を
対
象
と
し
た
医
療
費
の
助
成
制
度
で

す
。
所
得
や
資
産
の
保
有
状
況
は
毎
年
変

動
す
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
更
新
申
請
手
続

き
が
必
要
で
す
。

な
お
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
は

事
前
に
案
内
と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

保
険
証
な
ど
を
お
持
ち
に
な
り
、
手
続
き

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
手
続
き
が
遅
れ
た

場
合
は
、
資
格
の
適
用
が
遅
れ
る
場
合
が

あ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
給
要
件
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方

で
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
給
要
件

①
世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
で
あ
る

こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
収
入
の
合
計
が
次
の
基
準

以
下
で
あ
る
こ
と
（
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
な
ど
あ
ら
ゆ
る
収
入
を
含
む
）。

　

１
人　

１
０
０
万
円

　

２
人　

１
４
０
万
円

　

３
人　

１
８
０
万
円

※
以
後
１
人
増
え
る
ご
と
に
40
万
円
加
算

③
預
貯
金
・
国
債
・
株
式
な
ど
が

３
５
０
万
円
×
世
帯
人
数
以
下
で
あ
る

こ
と
。

④
現
在
お
住
ま
い
の
土
地
・
家
屋
以
外
の

活
用
で
き
る
資
産
（
田
畑
山
林
な
ど
直

ち
に
処
分
が
難
し
い
も
の
は
除
く
）
を

有
し
て
い
な
い
こ
と
。

⑤
世
帯
以
外
の
方
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

軽減割合 軽減判定基準額

２割 総所得金額の合計が
43万円＋（国保被保険者数＋特定同一世帯所属者数）×52万円＋ 10万円×（給与所得者等の数－1）　以下

５割 総所得金額の合計が
43万円＋（国保被保険者数＋特定同一世帯所属者数）×28万 5千円＋ 10万円×（給与所得者等の数－1）　以下

７割 総所得金額の合計が　43万円＋ 10万円×（給与所得者等の数－1）　以下

※特定同一世帯所属者とは、国保から後期高齢者医療制度へ移行された方で、
　後期高齢者医療の被保険者となった後も世帯主が変わらず同一の世帯に属する方をいいます。
※給与所得者等とは、給与所得を有する方、および公的年金等に係る所得を有する方をいいます。

お知らせお知らせ

広報ありだがわが
アプリで読める！

広報ありだがわと
町議会広報かわらば
んをアプリ「マチイ
ロ」でご覧いただけ
ます。

マチイロ
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重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
7
月
31

日
（
土
）
で
期
限
が
切
れ
ま
す
。
8
月
以

降
の
新
し
い
受
給
者
証
を
お
渡
し
す
る
の

で
、
更
新
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
に
は
事
前
に
案
内
と
申
請

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

●
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
申
請
書

・
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
証

・
現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証

・
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
障
害
の
程
度
が
確
認
で
き
る
も
の
（
身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）

　
国
民
年
金

◆
◆
◆

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
　
　

困
難
な
と
き
は

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
納
付
が
「
免
除
」
ま
た
は

「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
将

来
の
年
金
受
給
権
の
確
保
だ
け
で
な
く
、

万
一
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
を
負
っ
た

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
令
和
3
年
度
（
２
０
２
1
年
度
）
の
申

請
書
の
受
付
開
始
日
／
7
月
1
日（
木
）

※
申
請
・
審
査
対
象
期
間
は
、
令
和
3
年

（
2
0
2
1
年
）
7
月
か
ら
令
和
4
年

（
2
0
2
2
年
）
6
月
で
す
。

※
令
和
2
年
度
（
2
0
2
0
年
度
）
以

前
の
国
民
年
金
保
険
料
未
納
期
間
に
つ

い
て
も
、
申
請
日
か
ら
2
年
1
カ
月
前

の
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
書
提
出
先

・
住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
や
す
ら
ぎ
福

祉
課
（
金
屋
庁
舎
）・
清
水
行
政
局
住

民
福
祉
室
・
各
出
張
所

・
和
歌
山
西
年
金
事
務
所
（
郵
送
可
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

・
国
民
年
金
手
帳

・
本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
運
転
免
許
証
な
ど
）

・
離
職
票
（
失
業
な
ど
を
理
由
と
し
て
申

請
す
る
場
合
）

●
免
除
・
猶
予
の
審
査

免
除
の
場
合
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
所
得
、
猶
予
の
場
合
は
、
本

人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
に
よ
り
審
査
さ

れ
ま
す
。

●
保
険
料
の
追
納

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
各
月
か
ら

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
申
し
出
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
追
納
す
る
対
象
期
間
の
翌
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
は
、
当

時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
金
額

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問

住
民
課
（
吉
備
庁
舎
）・
和
歌
山
西
年

金
事
務
所　

☎
０
７
３
‐
４
４
７
‐

１
６
６
０

健 

康

◆
◆
◆

一
緒
に「
健
康
づ
く
り
」を
始
め
ま
せ
ん
か
？

令
和
3
年
度 

健
康
推
進
員
を
募
集

有
田
川
町
で
は
、
和
歌
山
県
健
康
推

進
員
養
成
事
業
を
受
け
、
令
和
3
年
度

（
2
0
2
1
年
度
）
健
康
推
進
員
養
成
講

座
を
実
施
し
ま
す
。
健
康
づ
く
り
の
基
礎

知
識
を
学
び
、
一
緒
に
楽
し
く
活
動
を
始

め
ま
せ
ん
か
。

●
健
康
推
進
員
と
は
／
ご
自
身
や
家
族
、

地
域
住
民
へ
の
「
健
康
づ
く
り
」
に
関

す
る
啓
発
活
動
を
担
う
人
の
こ
と
を
い

い
ま
す
。

●
実
施
日
時
（
い
ず
れ
か
を
選
択
）

・
8
月
17
日
（
火
）
12
時
50
分
～
16
時
30
分

・
9
月
6
日
（
月
）
12
時
50
分
～
16
時
30
分

●
場
所
／
有
田
振
興
局
3
階
大
会
議
室

（
湯
浅
町
湯
浅
２
３
５
５
‐
１
）

●
受
講
料
／
無
料

●
定
員
／
15
人
（
先
着
順
）

●
申
込
受
付
期
間
／
7
月
21
日
（
水
）
ま
で

●
申
し
込
み
方
法
／
電
話

申
問

健
康
推
進
課
（
金
屋
庁
舎
）

お知らせお知らせ
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募 

集

◆
◆
◆

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
目 
自
衛
官
の
募
集

●
自
衛
官
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
8
月
11
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
8
月
21
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
第
2
回 

一
般
曹
候
補
生

・
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
9
月
6
日
（
月
）
ま
で

・
試
験
日
／
9
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）　

い
ず
れ
か
1
日

・
試
験
会
場
／
県
民
文
化
会
館

●
海
上
・
航
空
自
衛
隊 

航
空
学
生

・
資
格

◦
海
上
自
衛
隊
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

で
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
者

◦
航
空
自
衛
隊
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

で
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
9
月
9
日
（
木
）
ま
で

・
試
験
日
／
9
月
20
日
（
月
・
祝
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
庁

舎
（
和
歌
山
市
）

●
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
）

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
27
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
11
月
6
日
（
土
）・
7
日
（
日
）

の
2
日
間

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
J
A
ビ
ル

●
防
衛
医
科
大
学
校 

医
学
科
学
生

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
13
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
23
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
Y
M
C
A

●
防
衛
医
科
大
学
校 

看
護
学
科
学
生

・
資
格
／
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
で
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
者

・
受
付
期
間
／
10
月
6
日
（
水
）
ま
で

・
試
験
日
／
10
月
16
日
（
土
）

・
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
J
A
ビ
ル

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

防
衛
省
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本

部 

有
田
募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎

町
1
0
6
‐
2
）　

☎
８
２‐
６
６
３
１　

E-m
ail  w

akayam
a.pco-arita@

rct.gsdf.m
od.go.jp

案 

内

◆
◆
◆

第
2
次
有
田
川
町
長
期
総
合
計
画

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
ご
協
力
を

第
2
次
有
田
川
町
長
期
総
合
計
画
（
後

期
計
画
）
策
定
の
た
め
、
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
・
ご
意
向
を

お
伺
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

無
作
為
抽
出
し
た
2
0
0
0
人
の
町

民
の
方
に
対
し
、
郵
送
で
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
を
送
付
し
ま
す
。
回
答
は
統
計
的
に
処

理
さ
れ
、
回
答
者
個
人
の
情
報
が
特
定
さ

れ
た
り
、
他
の
目
的
に
使
用
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

企
画
調
整
課
（
吉
備
庁
舎
）

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
用
の
お
り
を

貸
し
出
し
ま
す

当
町
で
は
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い
て
有

田
川
町
防
除
実
施
計
画
を
策
定
し
て
お

り
、
町
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
お
り
で
ア

ラ
イ
グ
マ
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
農
作
物
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
ア

ラ
イ
グ
マ
は
、
捕
獲
に
よ
る
個
体
数
の
削

減
が
効
果
的
で
す
。

農
作
物
の
被
害
に
お
困
り
の
方
に
、
ア

ラ
イ
グ
マ
捕
獲
お
り
の
貸
し
出
し
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。
貸
出
期
間
は
2
週
間

で
す
。

貸
し
出
し
の
際
に
、「
ア
ラ
イ
グ
マ
捕

獲
お
り
借
用
申
請
書
」
を
提
出
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

問

産
業
課
（
金
屋
庁
舎
）

清
水
行
政
局
産
業
振
興
室

お知らせお知らせ
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「もしもの時」のために登録を
ありだがわ防災・行政ナビ

「ライフビジョンアプリ」
をインストールしてください。

iPhone

android
（スマートフォン）

お知らせお知らせ

編集後記
　6月のはじめに、清水で子どもたちが田植え
を頑張っている姿を撮影させてもらいました。
子どもたち、めっちゃ元気！一方の私は筋肉痛
に苦しめられることに…。夜は、清水でホタル
を見て癒されました。大雨で流されることもな
く、たくさんのホタルが飛んでいて感動しまし
た。また来年が楽しみです。
　清水では、熊の目撃情報もありましたね。遭
遇しても、大声を出さずに熊の方を見ながら
ゆっくり後ずさりして距離をとるのがいいんだ
とか。悲鳴あげてしまいそうですが…。お互い
傷つけ合うことなく共存していきたいですね。
（遠くから野生動物を観察したい　広報担当）

水
道
事
業
経
営
戦
略
を
策
定

水
道
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
を
取
り
巻

く
経
営
環
境
は
、
今
後
予
想
さ
れ
る
人
口

減
少
な
ど
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
減
少

や
、
保
有
す
る
資
産
の
老
朽
化
に
伴
う
更

新
需
要
の
増
大
な
ど
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
不
断
の
経
営
健
全
化
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
将
来
に
渡
っ
て
安
定
的
に

事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
中
長
期
的

な
経
営
の
基
本
に
な
る
「
経
営
戦
略
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
事
業
期
間
は
、
令
和
3

年
度
（
2
0
2
1
年
度
）
～
令
和
12
年

度
（
2
0
3
0
年
）
で
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
水
道
課

第25回

このコーナーでは、日常生活で
使う手話を紹介します。

手話にチャレンジ！「～でない」

※手話は、使う人やコミュニケーションをとる相手などによって異なるため、
　ここで紹介している手話と違う表現を使うことがあります。

形容詞や動詞のあとに、
横に向けた右手の手のひらを
軽く左右に2回程度動かす。

●長谷川プール
長谷川クリーンセンター改築工事によ

り駐車場が確保できず、また工事車両が
多数通行して危険なため、令和 2 年度

（2020 年度）から、長谷川プールの一般
開放を中止しています。ご迷惑をおかけ
しますが、よろしくお願いします。

●町営プール・学校プール
　（二川プール・清水プール・安諦小学校プール）

新型コロナウイルス感染症対策の観点
から、今年度の一般開放は中止します。

※粟生プールについては閉鎖しています。
水質管理をしていないので、絶対に入
らないでください。

夏休み期間中のプール開放についてのお知らせ

2 回繰り返す
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月 火 水 木 金 土 日
1
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

2
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

3
□健康づくり講座

（きびドーム）
【健康推進課】

4
□集団健診

（きびドーム）
【健康推進課】

5 6
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

7
□健康相談

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□健康づくり講座
（清水保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

8 9 10 11

12 13
□集団健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

14
□ 3 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

15
□人権特設相談所

（金屋文化保健センター）
【社会教育課】

16
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

17 18

19
□健康づくり講座

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

20 21
□ 1 歳 6 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□行政相談所
（金屋文化保健センター）
【総務課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

22 海の日 23 スポーツの日
□献血

（スーパーセン
ターオークワ有
田川店）

【健康推進課】

24 25
□集団健診

（旧城山西小学校）
【健康推進課】

26
□水道・下水道料

金納期限
【水道課・下水道課】

27
□ 4 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

28
□ 2 歳児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

29
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

30
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

31 8/1

2 3
□ 10 カ月児健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

4
□健康相談

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会初心者クラス
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

5
□運動教室

（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

6
□手話講習会

ステップアップ・
こどもクラス

（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

7
□集団健診

（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

8
□健康づくり講座

（きびドーム）
【健康推進課】

7月のありだがわ
各イベントなどの詳細は、
☎ 52-2111 にご連絡いただくか、

【　】内の担当までお問い合わせください。

□消費生活相談
　（毎週金曜日）

（第 1 金曜日：
清水行政局、
それ以外 : 金
屋庁舎）

【商工観光課】

【お知らせ】
当ページに掲載しているイベントな

どについて、やむを得ず中止となる恐
れがあります。最新の情報は町ホーム
ページでご確認いただくかお問い合わ
せください。

□第 1 期国民健康保険税納期限【税務課】
□第 1 期後期高齢者医療保険料普通徴収納期限【住民課】
□第 1 期介護保険料普通徴収納期限【長寿支援課】
□健康づくり講座（金屋文化保健センター）【健康推進課】
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す
。
補
修
の
痕
跡
が
目
立
つ
と
鑑
賞
の
妨
げ
に
な
る
た
め
、
全

体
の
統
一
感
が
出
る
よ
う
に
微
調
整
を
重
ね
な
が
ら
色
味
を
合

わ
せ
て
な
じ
ま
せ
て
い
き
ま
す
。
折
れ
て
い
た
部
分
や
こ
れ
か

ら
折
れ
そ
う
な
弱
い
部
分
は
補
強
し
、
総そ
う
う
ら裏
打う

ち
を
行
っ
て
掛

軸
と
し
て
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

日
本
の
文
化
財
は
、
木
や
紙
な
ど
自
然
素
材
の
も
の
が
多
い

た
め
、
定
期
的
に
修
理
を
し
な
け
れ
ば
劣
化
し
て
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
今
回
、
先
人
が
守
り
伝
え
て
き
た
貴
重
な
文
化
財

を
次
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
き
た
い
と
い
う
浄
教
寺
関
係
者
の

思
い
に
よ
り
、
約
3
0
0
年
ぶ
り
と
な
る
大
規
模
な
修
理
が

実
現
し
ま
し
た
。
文
化
財
の
修
理
は
、
単
に
資
料
の
保
存
に
と

ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
歴
史
を
未
来
へ
と
引
き
継
い
で
行
く
作
業

に
も
な
り
ま
す
。
浄
教
寺
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
お
力

添
え
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
前
号
か
ら
の
続
き
）
肌は
だ
う
ら
が
み

裏
紙
を
す
べ
て
除
去
し
た
後
、
本ほ
ん
し紙

の
絹
が
欠
損
し
て
い
る
部
分
を
補
う
補ほ
け
ん絹
と
い
う
作
業
に
移
り
ま

す
。
補
絹
に
使
う
絹
は
本
紙
の
糸
の
太
さ
な
ど
に
合
わ
せ
て
作
り

ま
す
が
、
織
り
上
が
っ
た
直
後
の
絹
は
硬
く
強き
ょ
う
じ
ん靭
で
あ
る
た
め
、

そ
の
ま
ま
使
用
す
る
と
経
年
劣
化
で
弱
っ
た
本
紙
を
傷
め
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
電
子
線
を
照
射
し
て
本
紙
の
絹
と
同
程
度
に

ま
で
強
制
的
に
劣
化
さ
せ
た
絹
を
使
い
ま
す
。

欠
損
部
分
の
形
に
劣
化
絹
を
切
り
抜
い
て
、
欠
損
部
分
に
は
め

込
ん
で
い
き
ま
す
。
補
修
絹

が
小
さ
す
ぎ
る
と
透
け
て
し

ま
い
、
大
き
す
ぎ
る
と
本
紙

と
重
な
っ
た
部
分
が
擦
れ
て

作
品
を
傷
め
て
し
ま
う
た
め
、

重
な
り
や
隙
間
が
生
じ
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

肌
裏
打
ち
、
増ま
し
う
ら裏

打う

ち
の

後
、
補
修
絹
に
彩
色
を
し
ま

そ
の

104

浄じ
ょ
う
き
ょ
う
じ
じ
ゅ
う
ろ
く
ら
か
ん
ぞ
う

教
寺
十
六
羅
漢
像
の
修
理
が
完
了
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
後
編
）

修理前（左）と修理後（右）
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